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近
津
三
志
（
ち
か
つ
さ
ん
し
。
本
名
は
千
勝
三
喜
男
）
の
大
著
『
西
行

─
い
の
ち
な
り
け
り
─
』（
平
成
27
年
２
月
刊
、
五
八
〇
頁
）
は
、
西
行

に
関
わ
る
歴
史
的
事
実
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
空
白
部
分
の
多
く
は
創
作
を

交
え
な
が
ら
、
七
十
三
年
の
西
行
の
生
涯
を
描
い
た
歴
史
小
説
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。

　

著
者
は
、
大
正
15
年
東
京
生
ま
れ
、
昭
和
18
年
國
學
院
大
學
予
科
に
入

学
、
折
口
信
夫
（
釋
迢
空
）
に
師
事
、
そ
の
主
催
す
る
短
歌
結
社
「
鳥
船

社
」
同
人
。
昭
和
20
年
兵
役
に
服
し
、
昭
和
23
年
國
學
院
大
學
を
卒
業
、

角
川
書
店
編
集
部
に
入
社
。
昭
和
35
年
國
學
院
大
學
久
我
山
高
等
学
校
教

近
津
三
志
著
『
西
行 

―
い
の
ち
な
り
け
り
―
』

〔
紹
介
〕

豊
島
秀
範

諭
、
平
成
４
年
同
校
を
退
職
、
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
国
文
学
科
講

師
就
任
。
平
成
８
年
久
我
山
中
学
高
校
校
長
に
就
任
、
平
成
11
年
同
校
長

退
職
、
短
大
講
師
に
復
し
、
平
成
22
年
に
83
歳
で
短
大
講
師
退
職
。

　

著
者
に
は
既
に
エ
ッ
セ
イ
集
『
行
方
も
知
ら
ず
』（
桜
楓
社
、
平
成
４

年
）、
歌
集
『
血
縁
』（
短
歌
研
究
社
、
平
成
14
年
）、
編
著
『
現
代
短
歌

分
類
集
成
─
20
世
紀
〝
う
た
〟
の
万
華
鏡
─
』（
お
う
ふ
う
、
平
成
18
年
）、

歌
集
『
山
毛
欅
の
泉
』（
ロ
ア
ン
新
舎
、
平
成
20
年
）
が
あ
り
、
本
書
は

五
冊
目
の
著
書
。
久
我
山
高
校
退
職
後
の
二
十
年
余
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
業

績
を
あ
げ
ら
れ
た
熱
意
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
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本
書
の
特
徴
は
、
西
行
の
生
涯
で
不
明
な
部
分
は
西
行
が
残
し
た
和
歌

を
徹
底
し
て
読
み
込
み
、
そ
こ
か
ら
の
連
想
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
点
に

あ
り
、
そ
こ
に
著
者
の
歌
人
と
し
て
の
資
質
も
認
め
ら
れ
る
。

　

歴
史
的
な
事
柄
と
さ
れ
る
〔
白
河
法
皇
と
待
賢
門
院
璋
子
と
の
関
わ

り
〕〔
璋
子
へ
の
西
行
の
恋
慕
〕〔
新
院
崇
徳
上
皇
の
讃
岐
へ
の
配
流
と
上

皇
へ
の
西
行
の
思
慕
と
言
動
〕
な
ど
に
つ
い
て
も
、
西
行
や
関
連
人
物
の

和
歌
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
内
容
と
展
開
に
想
定
可
能
な
膨
ら
み
を
持
た

せ
て
い
る
。

　

一
方
、
確
証
の
得
に
く
い
〔
義
清
の
出
家
の
理
由
〕〔
西
行
と
家
族
と

の
関
わ
り
〕
や
〔
平
清
盛
と
の
邂
逅
と
そ
の
後
の
関
わ
り
〕〔
紀
志
丸

（
義
清
）
を
支
え
た
嘉
七
の
存
在
〕、
そ
し
て
〔
創
弁
の
支
援
を
得
て
歌
人

西
行
が
迎
え
る
最
期
〕
な
ど
で
の
場
面
設
定
や
会
話
文
の
巧
み
さ
は
、
著

者
の
長
年
に
わ
た
る
西
行
へ
の
思
い
が
導
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

意
見
の
分
か
れ
る
〔
義
清
の
出
家
の
理
由
〕
に
つ
い
て
、
著
者
の
理
解

を
確
認
し
て
み
よ
う
。

　

西
行
の
父
康
清
（
左
衛
門
尉
）
は
、
摂
関
家
の
所
領
で
あ
る
肥
沃
な
紀

伊
国
田
仲
庄
の
経
営
を
代
々
担
う
在
地
領
主
の
家
に
生
ま
れ
た
が
、
検
非

違
使
尉
の
時
に
延
暦
寺
と
園
城
寺
と
の
抗
争
に
関
わ
っ
て
三
十
歳
ほ
ど
で

死
去
。
だ
が
祖
父
季
清
は
在
地
領
主
と
し
て
健
在
で
、
紀
志
丸
が
義
清
と

改
名
し
た
元
服
の
儀
式
も
、
私
財
寄
付
の
成
功
で
十
八
歳
で
兵
衛
尉
と

な
っ
た
時
も
、
祖
父
の
蓄
財
に
支
え
ら
れ
、
二
十
歳
こ
ろ
に
は
〔
鳥
羽
院

の
下
北
面
〕
と
な
っ
た
。
義
清
の
身
分
で
は
武
人
と
し
て
恵
ま
れ
た
ス

タ
ー
ト
で
、
和
歌
や
武
芸
も
注
目
を
集
め
て
い
た
。
そ
の
彼
が
、
二
十
三

歳
で
突
然
に
出
家
し
た
の
で
あ
る
。

　

同
時
代
の
藤
原
頼
長
は
、
日
記
『
台
記
』
に
「
そ
も
そ
も
西
行
は
、
も

と
兵
衛
尉
義
清
也
。
重
代
の
勇
士
た
る
を
以
て
法
王
に
仕
ふ
。
俗
時
よ
り

心
を
仏
道
に
入
る
。
家
富
み
、
年
若
く
、
心
に
愁
無
き
に
、
遂
に
以
て
遁

世
す
。
人
こ
れ
を
嘆
美
す
る
也
」
と
記
し
た
が
、「
西
行
物
語
絵
巻
」
そ

の
他
の
資
料
か
ら
〔
親
し
い
友
の
死
〕〔
高
貴
な
上
臈
へ
の
失
恋
〕〔
無
常

観
に
よ
る
仏
教
へ
の
帰
依
〕〔
摂
関
家
や
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
政
争
へ
の

失
望
〕
な
ど
が
出
家
の
理
由
と
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
本
書
は
、
出
家
の
理
由
を
、
慎
重
に
、
し
か
し
明
快

に
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
序
章
に
、
紀
志
丸
（
義
清
）
四
歳
の
時
に

父
康
清
が
命
を
落
と
し
、
さ
ら
に
十
三
歳
で
母
（
文
の
前
）
が
病
で
急
逝

し
た
こ
と
が
、
若
い
紀
志
丸
の
「
深
層
に
、
無
常
観
と
欣
求
浄
土
の
念
を

宿
し
た
こ
と
は
、
否
定
す
べ
く
も
な
か
っ
た
」
と
記
す
。
同
時
に
、
父
康

清
の
死
後
、
母
が
紀
志
丸
と
住
ん
だ
、
祖
父
清
経
の
双
ケ
丘
山
荘
の
近
く

に
、
待
賢
門
院
璋
子
が
御
願
寺
（
法
金
剛
院
）
を
建
立
し
た
こ
と
で
、
璋

子
の
姿
を
垣
間
見
て
胸
を
と
き
め
か
せ
た
紀
志
丸
の
姿
も
描
い
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
後
、
金
剛
院
で
女
院
璋
子
が
義
清
を
求
め
た
際
に
、
彼
は
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「
女
院
さ
ま
は
別
格
の
お
方
」
で
あ
り
「
女
院
さ
ま
と
肌
を
合
わ
せ
る
よ

う
な
こ
と
に
な
れ
ば
…
…
女
院
さ
ま
も
…
…
た
だ
の
女
性
に
変
じ
て
し
ま

い
ま
す
」
と
告
げ
て
立
ち
去
り
、
そ
の
求
め
に
応
じ
な
い
姿
を
鮮
明
に
し

て
い
る
。

　

一
方
、
出
家
に
際
し
て
紀
州
田
仲
庄
の
家
督
を
、
成
功
で
兵
衛
尉
と

な
っ
た
弟
仲
清
に
譲
り
、
妻
子
の
世
話
を
頼
む
と
い
う
義
清
の
姿
を
想
定

し
て
い
る
。

　

平
正
盛
・
忠
盛
父
子
に
よ
り
下
北
面
の
存
在
意
義
が
急
速
に
失
墜
し
た

こ
と
や
、
院
政
下
で
の
隠
微
な
男
色
と
い
う
習
俗
な
ど
も
、
下
北
面
と
し

て
の
義
清
に
は
精
神
的
・
生
理
的
に
耐
え
ら
れ
ず
に
、〈
出
離
の
ほ
か
は

な
い
〉
と
い
う
答
え
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
併
せ
て
〈
な
に
ゆ
え
に
世
を

背
く
の
か
〉
と
釈
明
す
る
よ
り
も
先
に
〈「
世
を
背
く
」
と
い
う
こ
と
ば

の
ひ
び
き
が
、
若
い
義
清
の
背
を
強
く
押
す
の
で
あ
る
〉
と
い
う
義
清
像

を
想
い
描
い
て
い
る
。

　

圧
巻
は
、
妻
の
沙
世
に
「
そ
な
た
と
の
縁
は
こ
の
世
ば
か
り
で
は
な

い
。
来
世
に
は
き
っ
と
一
つ
蓮
の
上
に
生
ま
れ
か
わ
る
身
と
な
っ
て
、
仏

の
道
に
安
ん
じ
よ
う
ぞ
」
と
来
世
を
約
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
言
葉

は
、
お
よ
そ
五
十
年
後
に
高
野
山
麓
の
天
野
の
里
に
、
妻
の
沙
世
の
庵
を

訪
ね
た
西
行
に
、
妻
が
「
悲
し
い
と
き
、
わ
た
し
は
こ
の
言
葉
を
頼
り
に

生
き
て
ま
い
り
ま
し
た
」
と
語
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
殿
は

善
知
識
に
お
な
り
の
上
、
仏
の
道
、
言
の
葉
の
道
、
ふ
た
つ
な
が
ら
に
こ

こ
ろ
を
致
さ
れ
て
お
ら
れ
る
ご
様
子
、
陰
な
が
ら
嬉
し
う
存
じ
て
お
り
ま

し
た
」
と
も
述
懐
す
る
妻
沙
世
の
言
動
を
想
像
し
描
く
こ
と
で
、
西
行
が

出
家
に
向
か
っ
た
思
い
の
一
貫
性
を
保
と
う
と
し
て
い
る
。

　

出
家
を
し
た
西
行
が
目
指
し
た
「
仏
の
道
」
と
「
言
の
葉
の
道
」
は
、

妻
子
と
の
絆
を
拒
否
す
る
も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
寺
院
に
所
属
せ
ず
、

聖
と
し
て
自
由
な
境
地
に
身
を
置
く
こ
と
で
得
ら
れ
る
は
ず
の
「
仏
の

道
」「
言
の
葉
の
道
」
で
あ
り
、
そ
の
姿
を
、
彼
の
和
歌
に
即
し
て
結
実

さ
せ
る
こ
と
が
、
本
書
に
寄
せ
た
著
者
の
思
念
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
「
仏
の
道
」
の
最
後
は
、
六
十
九
歳
で
再
び
陸
奥
平
泉
へ
向
か
っ
た
勧

進
の
旅
で
あ
っ
た
。
平
重
衡
の
南
都
焼
討
で
消
滅
し
た
東
大
寺
の
再
建
に

際
し
て
、
大
仏
を
鍍
金
す
る
砂
金
の
勧
進
で
あ
っ
た
。
今
回
も
遠
江
国
の

佐
夜
中
山
の
久
延
寺
に
至
り
、
そ
こ
で
命
終
し
た
阿
弥
陀
房
上
人
の
こ
と

な
ど
、
三
十
九
年
前
を
偲
び
、
思
わ
ず
口
を
つ
い
て
出
た
の
が
、

年
た
け
て
ま
た
越
ゆ
べ
し
と
思
ひ
き
や
い
の
ち
な
り
け
り
佐
夜
の
中

山

と
の
本
書
の
副
題
と
な
っ
た
歌
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

平
泉
で
の
勧
進
は
成
功
を
収
め
、
翌
年
の
二
月
末
に
西
行
は
十
三
湊
か

ら
船
で
戻
る
。
そ
の
半
月
前
の
二
月
十
日
に
は
義
経
が
追
っ
手
を
逃
れ
て

平
泉
に
入
っ
た
こ
と
が
、
そ
れ
と
な
く
挿
記
さ
れ
る
。
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そ
し
て
本
書
の
最
後
。
七
十
歳
の
西
行
は
「
御
裳
濯
河
歌
合
」（
伊
勢

神
宮
内
宮
に
奉
納
。
判
詞
は
俊
成
）
と
「
宮
河
歌
合
」（
外
宮
に
奉
納
。

判
詞
は
定
家
）
を
完
成
さ
せ
た
。
西
行
が
目
指
し
た
〈
言
の
葉
の
道
〉
の

完
成
で
あ
る
。
そ
れ
を
決
定
づ
け
る
の
が
翌
年
、
詠
歌
を
断
つ
「
和
歌
起

請
」
を
西
行
が
賀
茂
別
雷
神
に
誓
っ
た
と
す
る
挿
話
の
創
出
で
あ
る
。

　

さ
て
、
最
晩
年
を
迎
え
た
西
行
を
支
え
た
の
は
、
高
野
山
で
知
り
合
っ

た
創
弁
（
空
寂
）
で
あ
っ
た
。
創
弁
は
河
内
の

城
山
麓
の
弘
川
寺
の
座

主
で
五
十
一
歳
。
九
月
に
七
十
二
歳
の
西
行
を
訪
れ
た
創
弁
は
、
弘
川
寺

に
設
け
た
坊
舎
に
西
行
を
伴
う
。
そ
の
翌
月
、
待
ち
に
待
っ
た
定
家
か
ら

の
判
詞
が
届
け
ら
れ
た
。
西
行
の
「
言
の
葉
の
道
」
は
満
願
を
迎
え
た
。

そ
し
て
翌
年
の
二
月
十
六
日
、
西
行
は
、

　

願
は
く
は
花
の
下
に
て
春
死
な
ん
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
望
月
の
こ
ろ

と
い
う
願
い
通
り
、
釈
迦
涅
槃
の
一
日
後
に
、
七
十
三
歳
の
生
涯
を
閉
じ

た
の
で
あ
る
。

　

西
行
の
最
期
を
支
え
た
創
弁
の
姿
は
、
著
者
の
想
念
か
ら
生
ま
れ
た
人

物
だ
が
、
本
書
の
掉
尾
を
飾
る
に
相
応
し
い
人
物
で
あ
り
場
面
で
あ
る
。

　

西
行
の
死
後
に
出
た
『
新
古
今
集
』
に
は
、
西
行
の
歌
は
最
多
の
九
十

四
首
が
撰
ば
れ
た
こ
と
を
付
し
、
最
後
は
「
後
鳥
羽
院
御
口
伝
」
の
「
西

行
は
、
お
も
し
ろ
く
て
、
し
か
も
心
も
深
く
、
あ
り
が
た
く
い
で
き
が
た

き
方
も
共
に
相
兼
ね
て
見
ゆ
。
生
得
の
歌
人
と
お
ぼ
ゆ
。
お
ぼ
ろ
げ
の

人
、
ま
ね
び
な
ど
す
べ
き
歌
に
あ
ら
ず
。
不
可
説
の
上
手
な
り
」
と
い
う

言
葉
で
締
め
括
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
書
が
信
ず
る
に
足
る
内
容
で
あ

る
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。（
Ａ
５
判
、
五
八
〇
頁
、
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

出
版
刊
、
二
〇
一
五
年
二
月
発
行
、
三
〇
〇
〇
円
＋
税
）


